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分担研究報告書 

 

免疫アレルギー疾患研究 10 か年戦略に基づく研究推進・評価に関する研究 

 

研究分担者 森田 英明 国立成育医療研究センター 免疫アレルギー・感染研究部 

 

A.研究目的 

 本研究班の最終目標は、それぞれの分野からアレ

ルギー疾患対策の現状と課題点を抽出し、アレルギ

ー疾患対策の推進に関する基本的な指針（以下、「基

本指針」という。）の評価に有用となる政策評価指標

案を作成することである。基本指針は、令和８年度

のアレルギー疾患対策推進協議会（以下、「協議会」

という。）にて改正の要否を検討する必要がある。こ

のため、令和７年度より、基本指針に係る各種取り

組みの進捗評価の手法等について研究を行うことで、

今後の基本指針に係る施策の進捗評価に必要な観点

および指標を見いだし、アレルギー疾患対策の施策

とその評価の質向上に取り組む。 

 令和６年度の免疫アレルギー疾患研究 10 か年戦

略（以下、10 か年戦略）の中間評価においては、研

究事業に関わる有識者の意見を取り入れながら今後

推進すべき研究がまとめられたが、①研究戦略の進

捗評価の指標の設定が可能かどうか検討して欲しい、

②患者・市民参画（Patient and Public Involvement 

and Engagement: PPIE）の啓発がいまだ不十分で、

研究計画立案時点で参画するなど方法に改善の余地

があるなどの意見があった。 

 令和 10 年度に予定の 10 か年戦略の最終評価およ

び新戦略の策定に向けて、中間評価で挙がった課題

を検討し、最終評価に向けて必要な取組を整理する

ことを目的とする。 

 

B.研究方法 

 令和 7 年度は以下の 3 点に関する検討を行った。 

 

1. 研究進捗評価法、およびアレルギー疾患におけ

る疾病負荷評価法の検討 

 中間評価では、各戦略目標に対し公的研究費採択

状況や掲載された論文数と共に、成果の波及性など

複数の観点から評価を実施した。評価軸をより精緻

化するため、研究成果の「実装性」「社会的インパク

ト」「持続可能性」など、定量・定性の両側面から評

価可能な指標案を検討した。また、厚労科研によっ

て生み出された研究資材が、どの程度効果を上げて

いるかについても検討を行った。アレルギー疾患に

よる QOL 低下を可視化する疾病負荷の指標について、

文献的考察を行った。 

 

2. 免疫アレルギー領域における望ましい PPIE の

あり方の検討 

 国内外の PPIE 実態調査により、患者団体の参画度

や研究デザインへの関与状況を可視化したうえで、

第 80 回国連総会科学サミット併催の「免疫アレルギ

ーPPIE 推進サミット」を開催した。 

加えて、PPIE が研究成果に与えるインパクトを国際

的・経時的に可視化するため、相互補完的な二つの

計量書誌学的アプローチを並行して実施している。

両アプローチはいずれも、PPIE 関連用語の出現を学

術論文上で機械的に捕捉することにより、PPIE の普

及度・実装度を地域別・年次別に定量化することを

目的とするが、データソースおよび捕捉ロジックを

意図的に変えることで、結果の頑健性を相互に検証

する設計とした。 

研究要旨 

【目的】 アレルギー疾患対策の基本指針（令和 8 年度見直し）および 10 か年戦略の進捗評価に向け、有

用な政策評価指標案を作成するとともに、課題である PPIE（患者・市民参画）の推進に向けた取り組みを

整理する。 

【方法・結果】 令和 7年度は主に以下 3 点を検討・実施した。 

1. 評価指標・疾病負荷の検討：研究成果の定量・定性評価法を模索し、アトピー性皮膚炎（DLQI 等）、喘

息（ACT 等）をはじめとする各アレルギー疾患の標準的な QOL・疾病負荷指標を文献的に特定した。 

2. PPIE のあり方の検討：国内外の実態調査を論文化し、国連サミット併催行事で課題を共有。計量書誌

学的解析から、関連論文が急増する一方、実質的な PPIE報告率は日本は 1.6%に留まるという現状を定量

的に提示した。 

3. 研究ネットワークの把握：都道府県拠点病院等の実績調査手法を策定し、全国規模の基盤整備を検討

した。 

【結論】 施策評価の精緻化と PPIE実装度の定量化がなされ、次期指針の策定や研究体制強化に資するエ

ビデンスが創出された。 
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3. 本邦における研究ネットワークの現状把握 

 都道府県拠点病院等における免疫アレルギー関連

研究の実績や研究ネットワークの実態に関する調査

を行う方法を検討した。 

 

C.研究結果 

1. 研究進捗評価法、およびアレルギー疾患におけ

る疾病負荷評価法の検討 

 バイオリソースの二次利用、ガイドライン改訂へ

の反映などを評価指標とする試みを行ったが、定量

的評価が困難な部分が多く、前述の指標体系の中で

定性的に把握する手法を併せて検討している。アレ

ルギー疾患による QOL 低下を可視化する疾病負荷の

指標について、文献的考察を行った。アトピー性皮

膚炎では HOME（Harmonizing Outcome Measures for 

Eczema）により国際的な統一が進んでおり、医師評

価、症状、QOL、長期コントロールの 4 ドメインが定

義されている。具体的な疾病負荷の指標としては、

DLQI（Dermatology Life Quality Index）、POEM

（Patient-Oriented Eczema Measure）、Objective 

SCORAD、EASI（Eczema Area and Severity Index）

が広く用いられている。アレルギー性鼻炎では、

JRQLQ（Japanese Allergic Rhinitis Standard QOL 

Questionnaire）や TNSS（Total Nasal Symptom Score）

が 、 気 管 支 喘 息 で は 、 J-AQLQ （ Asthma QOL 

Questionnaire）や ACT（Asthma Control Test）、食

物アレルギーでは J-FAQLQ（Food Allergy QOL 

Questionnaire）が用いられていることを明らかにし

た。 

 

2. 免疫アレルギー領域における望ましい PPIE の

あり方の検討 

 国内外の PPIE 実態調査により、患者団体の参画度

や研究デザインへの関与状況を可視化し、AI・デジ

タルツールの必要性を国際科学誌に発表した 

(Okata-Karigane U, et al. Allergy 2025, Adachi 

T, et al. Allergy 2026)。 

第 80 回国連総会科学サミット併催の「免疫アレルギ

ーPPIE 推進サミット」では、患者団体、企業、医師

が一堂に会して、難病・がん領域との比較を通じ、ス

テークホルダー間・地域間のギャップ解消に向けた

課題と解決策を共有した。 

 計量書誌学的解析については、以下の二つのアプ

ローチによる preliminary 解析から一致した知見が

得られた。第一のアプローチ（Scopus 検索式による

俯瞰的把握）では、PPIE関連 27 キーワードを用いた

検索の結果、対象期間（2003 年以降）における該当

論文数は近年急増しており、特に 2018 年以降の伸び

が顕著で、2024年には年間 800件規模に達していた。

今後、サブフィールド別に解析を進める。 

 第二のアプローチ（Europe PMC のオープンアクセ

ス論文全文ベースの PPIE 実装度評価）では、アレル

ギー・免疫領域の全 research article 44,876件の

うち PPIE 関連記述が検出された論文（Methods＋

Acknowledgements の合算）は EU 4.9%、米国 2.4%で

ある一方で、日本は 1.6%にとどまっていた。今後、

地域別、年次別に解析を進め、さらなる現状の把握

を進める。これらの解析結果は、PPIE のインパクト

を「研究生産動態」と「研究プロセスへの実装度」の

二つの異なる粒度で並行的に測定する手法として期

待されるとともに、本邦における免疫アレルギー領

域の PPIE 推進が国際水準と比較してどのような位

置付けにあるか、国連総会科学サミットでの定性的

議論を補強する形で定量的エビデンスとして提示す

るものである。 

 

3. 本邦における研究ネットワークの現状把握 

 加えて、都道府県拠点病院等における免疫アレル

ギー関連研究の実績調査により研究機能の現状を把

握することを検討し、基礎研究、開発研究、診療の質

向上研究などを疾患領域別に全国的な研究ネットワ

ークとポートフォリオの構築に向けた基盤整備を検

討した。 

 

D.考察 

 本研究の成果から、アレルギー疾患対策の進捗評

価には、定量的な指標だけでなく、バイオリソース

の活用実績等の定性的な把握と、各疾患特有の標準

的な疾病負荷（QOL）指標を組み合わせた多角的な評

価体系の構築が不可欠であることが示唆された。 

 また、免疫アレルギー領域における PPIE の計量書

誌学的解析により、関連論文数が国際的に急増する

一方で、実際の研究プロセスへの実装率は 3.2%と依

然低水準にとどまる課題が浮き彫りとなった。これ

は本邦における研究計画立案段階からの PPIE 啓発

と実装体制の強化が急務であることを示す定量的エ

ビデンスである。 

 今後は、都道府県拠点病院等を通じた全国的な研

究ネットワークの構築を進め、施策と研究成果を実

装・評価する基盤を整備することが、次期基本指針

等の成功に向けた鍵となる。 

 

E.結論 

 令和 8 年度の基本指針見直しおよび 10 か年戦略

の評価に向け、疾患別の標準的な疾病負荷指標を特

定するとともに、本邦を含めた PPIE実装の遅れとい

う課題を定量的に可視化した。 

 今後は、これらの知見をもとに多角的な指標体系

の確立と全国的な研究ネットワークの基盤整備を推

進し、アレルギー疾患対策の質の向上と、真に患者・

市民が参画する研究体制の実現を目指す。 

 

F.健康危険情報 

 なし 
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